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Ⅳ ちょうふの里 

 

 第１ 総 括 

  １ 安定した食事提供 

    平成３０年度から調理業務が直営となり、安定して食事を提供できる体制づく

りに取り組んだ。新たな体制となり、調理業務を軌道に乗せるため、年度当初は

比較的調理しやすいメニューを取り入れ、安定した食事の提供を心掛けた。早い

段階で調理業務を軌道に乗せることができ、徐々に利用者の要望に応える体制を

整えることができた。年度後半には、調理の正規職員はシフト全体を掌握できる

ようにシフト交換を行った。これにより、パートタイム職員が欠けた場合に正規

職員がフォローできる体制を整えた。一年を通して安定した食事を提供すること

ができた。 

２ 人材確保と育成 

    近年、介護職及び看護職については定着しており、安定した組織運営ができて

いる。介護職についてはここ数年、学校新卒者の採用に結びついており、養成校

とよい関係が築けている。 

職員の育成については、新たな職員が増えていることから、基本的な研修を中

心に取り入れている。また、身体拘束廃止など新たに取り入れなければならない

研修を取り入れるとともに、各課における状況の違いなども考慮し、各課研修に

も力を入れた。 

  ３ 安心、安全のための施設整備 

    平成８年竣工以来、築２０年以上経過し、設備においても老朽化が進んでいる。

老朽化の度合いや重要性を見ながら、市と協議し、年度ごとに機器の更新を行っ

た。なかでも、防災設備に関しては利用者の安全を確保するうえで、最も重要な

設備であり、優先的に更新に取り組んだ。平成３０年度においては、非常用放送

設備及び非常用発電機の更新を行い、今回の更新により主だった消防設備の更新

を終えることができた。 

 

第２ 経営実績 

  １ 目標に対する実績 

    特別養護老人ホーム及び通所介護については、目標を達成することができた。

ショートステイについては、要介護度の高い利用者の施設入所や入院が影響し、

目標を達成することができなかった。居宅介護支援事業の予防プランについては、

包括支援センターと併設していることで、依頼件数が多く、目標及び前年度実績

を大幅に上回った。訪問介護については、登録ヘルパーの雇い入れが進まず、ま

た、高齢により退職するヘルパーも多くサービス提供時間が減少した。 
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（単位：％） 

事  業  名 目 標 値 
平成３０年度 

実 績 

平成２９年度 

実 績 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）利用率 ９６ ９６・０ ９５．２ 

短期入所生活介護（ショートステイ）  利用率 ９７ ８４．９ ８５．７ 

通所介護 

事 業 

通所介護         利用率 ８５．０ ８５．７ ７７．５ 

認知症対応型通所介護   利用率 ８０．０ ７０．０ ７３．３ 

居宅介護

支援事業 

ケアプラン作成数（月） １４１件 １１７．４件 １１４．９件 

予防プラン作成数（月） １０件 ３１．３件 ９．８件 

訪問介護

事 業 

サービス提供数（時間／月） ６１０時間 ３８６．３時間 ４６１．６時間 

障がいサービス提供数（時間／月） ７０時間 ４２．１時間 ４４．０時間 

 

第３ 課別事業報告 

  １ 管理課 

   ⑴ 重点事項への取組 

    ア 食事サービスの安定的提供 

      平成３０年度から調理業務が直営となり、年度当初は手の込んだメニュー

を避け、安定して食事を提供できる体制を組んだ。年間を通じて徐々に手作

りの度合いを上げていくように設定していたが、当初予測していたより早く

ステップアップすることができた。年度後半では、手作りケーキを提供する

ことができ、おやつも含め、工夫を凝らした調理を提供できた。調理及び栄

養士と円滑な連携により、予想以上に早く軌道に乗せることができた。 

    イ 防災設備の更新 

      平成３０年度においては、非常用放送設備及び非常用発電機の更新を行っ

た。非常用放送設備については、更新以前に時折ノイズ等により聞き取りづ

らかった部分が解消され、伝達事項が明確に伝わるようになった。非常用発

電機については、災害時に最低限の電気設備を稼働させるための電気容量を

確保し、業務を継続させるため、実際にテスト運転を行い、必要な電力の確

保を確認することができた。 

    ウ 周辺施設における国際イベントへの対応 

      周辺施設において、２０１９年ラグビーワールドカップ、２０２０年オリ

ンピック・パラリンピックが開催される。世界的なイベントを間近で体感で

きる良い機会であるが、国際的イベントあるため警備や交通規制など通常業

務に影響がでることも想定され、周辺施設、市、実行委員会及び警察などの

関係機関と意見交換会を開催した。第１回目を５月３０日に開催し、その後、

第２回意見交換会、ラグビーワールドカップ説明会を１回、自転車ロードレ
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ース説明会を２回開催した。主な内容として、交通規制の内容及び時間、多

数来客者による影響などを中心に意見交換を行った。意見交換会を開催した

ことで、市や各実行委員会から積極的な情報提供が行われるようになった。 

   ⑵ 実績報告 

ア 体系別研修 

体系別の研修状況は、次のとおりである。 

なお、内容欄の数字は「イ 研修の状況」の「№」を表している。 

体 系 内 容 回 数 

一般研修 新任職員研修  ― 

現任職員研修 8,9,14 ３ 

中堅・副主任研修 26,27,31,42,49 ５ 

専門研修 看護師研修 29,44 ２ 

栄養士研修 3,6,12,13,16,19,20,21,28,32,43,45 １２ 

介護職員研修 5,7,11,17,22,24,25,33,34,35,38,40,47,48,50,51 １６ 

介護支援専門員研修 23,39 ２ 

生活相談員研修 1,2,10,18,37 ５ 

機能訓練指導員研修 4 １ 

主任研修 41 １ 

課長研修 15,30,36,46 ４ 

職場研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「判例から見るリスクマネジメント」 

（講師 宮本日本橋法律事務所 宮本 寛之氏） 

  ５月２４日(木)        参加者 ５７人 

② 「虐待防止について」（講師 地域支援課職員） 

  ６月２０日(水)        参加者 ５７人 

③ 「身体拘束の廃止について」（講師 福祉課職員） 

  ８月２２日(水)        参加者 ５９人 

④ 第１回「パワハラ研修」  （ＤＶＤ鑑賞） 

９月２１日(金)        参加者 ３１人 

⑤ 第２回「パワハラ研修」  （ＤＶＤ鑑賞） 

９月２５日(火)        参加者 ４７人 

⑥ ｢知っておきたい応急処置～止血法など～」 

（講師 各課看護職員） 

  １１月２８日(水)       参加者 ３９人 

⑦ 「褥瘡予防について～講義と実技～」 

（講師 フランスベッド㈱） 

１２月１２日(水)       参加者 ４４人 

１０ 
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体 系 内 容 回 数 

 

 

 

⑧ 「感染症の基礎について」（講師 イシイ㈱） 

  １月１６日(水)        参加者 ４４人 

⑨ 第１回「腰痛予防について」 

（講師 理学療法士 原 正浩氏） 

  ３月２５日(月)        参加者 ３６人 

⑩ 第２回「腰痛予防について」 

（講師 理学療法士 原 正浩氏） 

  ３月２９日(金)        参加者 ２８人 

福祉課内研修、勉強会 

 

 

①「皮膚トラブル予防と配慮ある排泄ケア」 

  ６月２８日(木)        参加者 １０人 

②「認知症利用者のケアについて・事例検討」 

  ９月 ３日(月)        参加者 １４人 

③ 感染症予防について（同内容で１２回実施） 

  １０月１日～１１月５日    参加者 ５６人 

④「拘縮予防・改善を実現するポジショニング＆ケア」 

  ３月２５日(月)        参加者 １８人 

１５ 

ショート研修、勉強会（シ

ョートステイ担当内研

修） 

 

① 眠剤・血糖降下剤について 

  ７月１９日(木)        参加者 １３人 

② 血糖リスクマネジメントについて 

  ９月 ７日(金)        参加者  ６人 

③ 身体拘束について 

  ９月２０日(金)        参加者 １２人 

④ 感染症対策・処理方法について 

  １１月 ９日(金)       参加者  ９人 

  １２月 ３日(月)       参加者  ２人 

⑤ リスクマネジメントについて 

  ２月１５日(金)        参加者  ８人 

６ 

デイサービス研修、勉強

会（デイサービス担当内

研修） 

 

 

 

 

① 車両誘導研修 

  ６月２９日(金)        参加者 ２２人 

② 在宅介護の現場における無自覚な虐待について 

  ７月２０日(金)        参加者 ２１人 

③ 介護職に必要な高齢者の方への医療的知識 

  ８月２４日(金)        参加者 ２５人 

④ 感染症予防と対策について（利用者の嘔吐物の処理方法、

風疹について知ってほしいこと） 

５ 
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体 系 内 容 回 数 

  １１月１６日(金)       参加者 ２５人 

⑤ 身体拘束について 

  ２月２２日(金)        参加者 ２２人 

地域支援課：訪問介護事

業所研修、勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

① 記録のあり方・上手な書き方 

  ７月１８日(水)        参加者  ９人 

② 車いす操作講習（段差・スロープ） 

  １０月１７日(水)       参加者 １２人 

③ 記録のあり方・上手な書き方 

  １１月２１日(水)        参加者 １２人 

④ 正しい手の洗い方 

  １２月１９日(水)        参加者  ８人 

⑤ トランス介助・移乗介助演習 

  ２月２０日(水)         参加者 １１人 

５ 

 職場研修参加者合計                   ７５７人      ４１回 

外部研修参加及び施設内研修開催合計 ９２回 

 

イ 研修の状況 

 

No 月 日 内    容 主    催 
人

数 
延べ 

1 ４月 20日 デイサービスを考える研究会（第１回） 東京都社会福祉協議会 １ １ 

2 ５月 11日 デイサービスを考える研究会（第２回） 東京都社会福祉協議会 １ １ 

3 ５月 17日 

平成３０年度栄養管理講習会（第１回） 

高齢者施設の栄養管理・栄養管理報告書の記入

方法他 

東京都多摩府中保健所 １ １ 

4 ５月 24日 介護報酬改定状況に見る機能訓練指導員の役割り 東京都社会福祉協議会 １ １ 

5 ５月 27日 介護職に必要な高齢者の方への医療知識セミナー 日本通所ケア研究会 １ １ 

6 
５月 31日・ 

６月 14日 
平成３０年度健康づくり調理師研修会 東京都多摩府中保健所 ２ ２ 

7 ６月９日 日本ケアレク研究大会２０１８ 日本通所ケア研究会 １ １ 

8 ６月 14・15日 
全国共通・キャリアパス対応生涯研修課程《福祉職員

職務階層別研修》 平成３０年度 初任者研修  
東京都福祉人材センター １ ２ 

9 ６月 26・27日 
全国共通・キャリアパス対応生涯研修課程《福祉職員

職務階層別研修》 平成３０年度 初任者研修  
東京都福祉人材センター １ ２ 
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No 月 日 内    容 主    催 
人

数 
延べ 

10 ６月 15日 デイサービスを考える研究会（第３回） 東京都社会福祉協議会 １ １ 

11 ６月 29日 認知症に関する研修会～体験から基礎を学ぶ～ 東京都社会福祉協議会 １ １ 

12 ７月２日 
平成３０年度 摂食嚥下機能支援整備 摂食

嚥下機能支援研修会（歯科） 
東京都多摩府中保健所 １ １ 

13 ７月３日 多摩府中給食施設協議会見学会 多摩府中給食施設協議会 １ １ 

14 ７月４・５日 
全国共通・キャリアパス対応生涯研修課程《福祉職員

職務階層別研修》 平成３０年度 初任者研修  
東京都福祉人材センター １ ２ 

15 ７月６日 
社会福祉施設でボランティアを受け入れ

るための募集のステップと継続のコツ 

東京ボランティアセン

ター・市民活動センター 
１ １ 

16 ７月６日 
平成３０年度栄養管理講習会（第３回） 

高齢者の摂食・嚥下機能 
東京都多摩府中保健所 １ １ 

17 ７月 11日 
在宅介護の現場における無自覚な虐待 

～始まりは不適切ケア～ 

東京都介護保険居宅事

業者連絡会 
１ １ 

18 ７月 13日 デイサービスを考える研究会（第４回） 東京都社会福祉協議会 １ １ 

19 ７月 18日 
災害時における食事提供 

～震災の体験から学んだ災害時の対応～ 
東京都社会福祉協議会 １ １ 

20 ７月 25日 

平成３０年度栄養管理講習会 

第５回ＣＫＤ（慢性腎臓病）の栄養相談～個人

の理解度に合わせた情報提供のコツ～ 

東京都多摩府中保健所 １ １ 

21 ８月 22日 

高齢者の食支援に関する研修会 

～実は恐ろしい！知らないでは済まされない、

食支援に求められる知識や技術～ 

東京都社会福祉協議会 １ １ 

22 ８月 23・24日 
平成３０年度 第 9・10・11・12回 

東京都認知症介護基礎研修 
東京都社会福祉協議会 ２ ２ 

23 ９月４日 ケアマネジメント質の向上研修会 東京都福祉保健局 １ １ 

24 ９月６日 
みるみる改善！筋萎縮を減少するコツを伝授！ 拘

縮予防・改善を実現するポジショニング＆ケア 
日 総 研 出 版 ３ ３ 

25 ９月 12日 平成３０年度 福祉車輌安全運転講習会 日 本 福 祉 車 輛 協 会 １ １ 

26 ９月 19日 
平成３０年度 第２回 介護福祉士実習

指導者講習会 
東京都介護福祉士会 １ ４ 

27 ９月 20・21日 

全国共通・キャリアパス対応生涯研修課程《福

祉職員職務階層別研修》 

平成３０年度 中堅職員研修 

東京都社会福祉協議会 １ ２ 
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No 月 日 内    容 主    催 
人

数 
延べ 

28 ９月 27日 

平成３０年度 日本歯科大学口腔リハビリテ

ーション多摩クリニック摂食嚥下研修会（第３

報） 

日本歯科大学 口腔リ

ハビリテーション多摩

クリニック 

１ １ 

29 10月４日 褥瘡の予防とケア 東京都ナースプラザ １ １ 

30 10月 16日 
平成３０年度東京都老人福祉施設等感染

症対策指導者養成研修 
東京都福祉保健局 １ １ 

31 10月 16・17日 

全国共通・キャリアパス対応生涯研修課程《福

祉職員職務階層別研修》 

平成３０年度 中堅職員研修 

東京都社会福祉協議会 １ ２ 

32 10月 18日 
東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施

設協議会北南ブロック会 栄養士会 
東京都社会福祉協議会 １ １ 

33 10月 23日 
虐待の芽に対応するチーム力  ～不適切な

支援を虐待に発展させないために～ 
東京都社会福祉協議会 １ １ 

34 11月１日 
移乗介助に関する研修会  ～場面に応

じた重度者へのトランス方法を学ぶ～ 
東京都社会福祉協議会 ２ ２ 

35 11月５日 
平成３０年度 介護職員スキルアップ研修  

～医療ニーズを見逃さないケアを学ぶ～ 
東京都社会福祉協議会 １ ３ 

36 11月 19日 結核予防講演会 東京都結核予防会 １ １ 

37 11月 20日 平成３０年度「ショートステイ情報交換会」 東京都社会福祉協議会 １ １ 

38 11月 20・21日 
第７５回 全国老人福祉施設大会 北九

州大会 
全国老人福祉施設協議会 ２ ４ 

39 11月 21日 
利用者のニーズを考える研修会  ～ア

セスメントからニーズを抽出する方法～ 
東京都社会福祉協議会 １ １ 

40 11月 25日 
[ユニリハ]Ｎｅｗ介護の現場でリハビリ効

果を出すための勉強会  基礎編・実技編 

日本ユニバーサルリハ

ビリテーション協会 
１ １ 

41 11月 30日 介護報酬請求事務に関する研修会（応用編） 東京都社会福祉協議会 １ １ 

42 12月 11・12日 
平成３０年度 「中堅職員重点テーマ強化

研修」 
東京都社会福祉協議会 １ ２ 

43 12月 13日 
高齢者における口腔機能維持をめざして

～オーラルフレイルと口腔機能低下症～ 
東京都多摩府中保健所 １ １ 

44 １月 20日 医療的ケア教員講習会 ホットラインワールド ２ ２ 

45 １月 22日 食品衛生実務講習会 東京都多摩府中保健所 １ １ 
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No 月 日 内    容 主    催 
人

数 
延べ 

46 ２月１日 
家族からのヘビークレームへの対抗策 ～限

度を超えた家族要求から職員を守るには～ 
東京都社会福祉協議会 １ １ 

47 ２月 20・21日 
平成３０年度 第 17・18・19・20回 

東京都認知症介護基礎研修 
東京都社会福祉協議会 ２ ２ 

48 ２月 26日 
「パターン化しない認知症ケアのヒント」 

～見直しませんかあなたの認知症ケア～ 
東京都社会福祉協議会 ２ ２ 

49 ２月 26・28日 

平成３０年度 スーパービジョン研修 社会福祉の

専門家としての職員の成長を支える～人と職場の育

ち方 解決志向アプローチを活用して～ 

東京都福祉人材センタ

ー研修室 
２ ２ 

50 ２月 27日 
「高齢者福祉施設における接遇・マナーを学ぶ研修会 

～コミュニケ―ションのあり方から考える～」 
東京都社会福祉協議会 １ １ 

51 ３月 10日 実践！認知症ケア研修会 2019 日本通所ケア研究会 １ １ 

研修参加実人数合計６１人、延べ参加人数合計７４人 

 

ウ 実習生等の受入状況 

   受け入れの延べ人数は、２５５人と昨年度の３５５人より減少した。例年、

受け入れを行っている介護福祉士及び社会福祉士の専門校、１校づつ申込み

がなかったことが大きく影響している。 

（単位：人） 

学 校 名 等 実 習 目 的 
実 習 先 

合計 
特養 ﾃﾞｲ・シ 包・居･訪 

都 立 野 津 田 高 等 学 校 介護福祉士 ４０   ４０ 

公益財団法人東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校 介護福祉士 ３０   ３０ 

学 校 法 人 日 本 福 祉 大 学 社会福祉士 ８ １２ ４ ２４ 

調 布 市 高 齢 者 支 援 室 社会福祉士 ３ ９  １２ 

都立多摩職業能力開発センター府中校 介護職員新任者研修 １０ １０  ２０ 

調布 市福祉人材 育 成センタ ー 介護職員新任者研修   ４ ４ 

杏林大学保健学部看護学科 公衆衛生   ４ ４ 

杏林大学医学部付属看護専門学校 在宅看護   ４ ４ 

学校法人慈恵大学慈恵第三看護専門学校  在宅看護   ２ ２ 

三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 ボランティア体験  ８  ８ 

東京都社会福祉協議会（教員免許取得）  介護等体験  ２０  ２０ 

京 王 バ ス 株 式 会 社 介護等体験  ２８  ２８ 
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学 校 名 等 実 習 目 的 
実 習 先 

合計 
特養 ﾃﾞｲ・シ 包・居･訪 

東 京 都 福 祉 保 健 財 団 介護支援専門員実務研修   １２ １２ 

財団法人上野学園大学短期大学部 介護等体験  １４  １４ 

調 布 市 立 調 布 中 学 校 職場体験  １０  １０ 

調 布 市 立 第 六 中 学 校 職場体験  １５  １５ 

東 京 都 社 会 福 祉 協 議 会 職場体験 ５ ３  ８ 

合  計 ９６ １２９ ３０ ２５５ 

 ※デイ・シ＝デイサービス及びショートステイ 包＝地域包括支援センター 

訪＝訪問介護事業所 居＝居宅介護支援事業所 

 

エ ボランティア等の状況 

  ボランティアの活動総数は、延べ１，４６５人となった。恒例となったボ

ランティア懇親会については、「武蔵野の森総合スポーツプラザ」の見学会

を１１月８日に実施し、ボランティア１３人、職員１３人の参加があった。 

                    （単位：人） 

活 動 団 体 ・ 内 容 等 

活 動 先 

合計 

特 養 デイ・ショート 施設全体 

ク
ラ
ブ
・
技
術
指
導 

書 道 ２４ １１９  １４３ 

詩 吟 ３５   ３５ 

編 み 物  １３７  １３７ 

音 楽 リ ハ ビ リ ２４ ９４  １１８ 

籐 細 工  ５０  ５０ 

絵 手 紙  ６３  ６３ 

陶 芸  １１４  １１４ 

小  計 ８３ ５７７  ６６０ 

生
活
全
般 

リ ネ ン 類 整 理 ３６８   ３６８ 

諸
活
動 

傾 聴 ２７   ２７ 

朗 読 １２   １２ 

マ ッ サ ー ジ ４   ４ 

ド ッ グ セ ラ ピ ー １８ ６２  ８０ 

紙 芝 居 ３３   ３３ 

活動支援（活動の準備等）  ７５  ７５ 
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活 動 団 体 ・ 内 容 等 

活 動 先 

合計 

特 養 デイ・ショート 施設全体 

新 年 会 ３ ２１  ２４ 

バ ス ハ イ ク  １４  １４ 

音    楽    会 ７ ３０  ３７ 

サマーボランティア ２ ２ １ ５ 

ふ う り ん 祭 り   ７３ ７３ 

施 設 周 り 清 掃   ２４ ２４ 

ホ ー ム 喫 茶   ２６ ２６ 

福 祉 祭 り  ３  ３ 

小  計 １０６ ２０７ １２４ ４３７ 

合  計 ５５７ ７８４ １２４ １,４６５ 

※１・ふうりん祭りは、警察学校の４３人（２交代）、警視庁第七機動隊１０人を含む。 

  ・ 上記のボランティアの他に、イベント（調布中学生の和太鼓・タヒチアンダン

ス）の協力があった。 

  ・ 「サマーボランティア」で、ふうりん祭りの手伝いをした者が２人あり、サマ

ーボランティアとして数えた。 

    ※２ 老人クラブ「富士見天寿会」による「施設周り清掃」は、年２回定例の清掃活動

として実施された。 

※３ 「ふじみ手芸とおしゃべりサロン」は継続し、特注で食事用エプロン等の製作に

対応していただいている。活動場所が地域センターのため、正確な活動人数の把握

が難しく、上記の表にカウントしていない。 

 

オ 特別養護老人ホーム 利用食数 

月 朝食 昼食 夕食 月 朝食 昼食 夕食 

４ ２，８６０ ２，８６１ ２，８６２ １０ ２，９２４ ２，９２５ ２，９２５ 

５ ２，９３６ ２，９３７ ２，９３５ １１ ２，８２７ ２，８２７ ２，８２８ 

６ ２，８４１ ２，８４３ ２，８４１ １２ ２，９２９ ２，９２８ ２，９２９ 

７ ２，９３１ ２，９３６ ２，９３５ １ ２，９１１ ２，９１２ ２，９１４ 

８ ２，９９４ ２，９９４ ２，９９２ ２ ２，６６３ ２，６６８ ２，６６８ 

９ ２，８０３ ２，８０４ ２，８０４ ３ ３，０１０ ３，０１４ ３，０１３ 

 
合計 ３４，６２９ ３４，６４９ ３４，６４６ 

１日平均 ９４．９ ９４．９ ９４．９ 
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カ 単独型短期入所生活介護 利用食数 

月 朝食 昼食 夕食 月 朝食 昼食 夕食 

４ ４４６ ３６０ ４４６ １０ ４８３ ４０１ ４８３ 

５ ４１６ ３３３ ４１２ １１ ４５８ ３８４ ４５７ 

６ ３７６ ３１２ ３７９ １２ ４６４ ３７７ ４６５ 

７ ４７４ ４００ ４７５ １ ４２０ ３４８ ４２１ 

８ ５１４ ４２９ ５１２ ２ ３７７ ３１１ ３７２ 

９ ４８０ ４０１ ４７９ ３ ３９２ ３１８ ３９４ 

 
合計 ５，３００ ４，３７４ ５，２９５ 

１日平均 １４．５ １２．０ １４．５ 

 

 

キ 行事食献立一覧（特＝特養、シ＝ショートステイ、デ＝デイサービス） 

月 日 行 事 名 課 名 献 立 内 容 

４月８日 

 

27 日 

花祭り献立 

 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ・デ 

 

特 

桜寿司、天ぷら、菜の花のお浸し、うどと人参の炒め、果物、お

やつ（まんじゅう） 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

５月５日 

 

８日 

 

13 日 

25 日 

端午の節句膳 

 

ホーム喫茶 

 

母の日献立 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ・デ 

 

特・シ・デ 

 

特・シ 

特 

ちらし寿司、天ぷら、若竹煮、おすまし、果物、（おやつ：上生

菓子(こいのぼり） 

ケーキ２種類、練り切り、ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ、コーヒー、抹茶、クリーム

ソーダ、オレンジジュース 

３色ご飯、南瓜サラダ、ほうれん草のスープ、苺のホイップ添え 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

６月 22 日 

29 日 

選択メニュー 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ 

特 

うな丼又は冷やし中華から利用者が選択 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

７月７日 

 

13 日 

 

20 日 

22 日 

27 日 

七夕献立 

 

ホーム喫茶 

 

土用の丑 

ふうりん祭り 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ・デ 

 

特・シ・デ 

 

特・シ・デ 

特・シ・デ 

特 

七夕そうめん、天ぷら、冬瓜のかにあん、果物、（おやつ：やわ

らか和菓子） 

ケーキ２種類、煉り切り、ｺﾛｯｹﾊﾟﾝ、コーヒー、冷抹茶、パイン

ジュース、トロピカルティー 

うな丼、おすまし、果物 

模擬店(やきそば・コロッケ・たこ焼き・水羊羹) 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

８月３日 

15 日 

31 日 

選択メニュー 

終戦記念日 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ 

特・シ・デ 

特 

天丼またはジャージャー麺から利用者が選択 

すいとん 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 
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月 日 行 事 名 課 名 献 立 内 容 

９月 13.14.15 日 

 

16 日 

 

21 日 

24 日 

 

28 日 

敬老祝い膳 

 

敬老祝い膳 

 

お彼岸 

十五夜献立 

 

お誕生日ｹｰｷの日 

デ 

 

特・シ 

 

特・シ・デ 

特・シ・デ 

特・シ・デ 

特 

赤飯、天ぷら、煮物、和え物、おすまし（松花堂弁当） 

間食 ねりきり 

赤飯、天ぷら、煮物、和え物、おすまし（松花堂弁当） 

間食 祝まんじゅう 

おはぎバイキング(やわらかおはぎ・あん・ごま・きなこ) 

月見うどん 

間食 月見まんじゅう 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

１０月５日 

12 日 

26 日 

選択メニュー 

秋の味覚バイキング 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ 

特・シ 

特 

牛丼またはほうとうから利用者が選択 

松茸ごはん、土瓶蒸し風、さつま汁、柿 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

１１月 5～7 日 

９日 

12 日 

 

23 日 

30 日 

運動会お弁当 

選択メニュー 

ホーム喫茶 

 

お誕生日ｹｰｷの日 

新米ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ 

デ 

特・シ 

特・シ・デ 

 

特 

特・シ 

いなりずし、から揚げ、厚焼き玉子、漬物、けんちん汁 

海鮮丼または鍋焼きうどんから利用者が選択 

モンブラン、ムース、どらやき、醤油ラーメン、コーヒー、抹茶、

ぶどうジュース、ココア 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

握り寿司、いなり、おにぎり 3 種、炊き込みご飯等 

１２月 20 日 

21 日 

22 日 

 

23 日 

25 日 

 

28 日 

31 日 

クリスマス会 

冬至メニュー 

冬至メニュー 

 

クリスマス会 

クリスマスメニュー 

 

お誕生日ｹｰｷの日

年越し 

特 

特 

特・シ 

シ・デ 

シ 

特・シ・デ 

デ 

特 

特・シ 

間食にクリスマスケーキとシャンメリー 

間食にゆずまんじゅう 

夕食に南瓜のいとこ煮 

間食にゆずまんじゅう 

間食にクリスマスケーキとシャンメリー 

（昼）鶏肉の香草焼き、（夕）ミートローフ 

間食にクリスマスケーキとシャンメリー 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

年越しそば（海老天そば） 

１月１日 

６日 

７日 

９日 

 

11 日 

25 日 

元旦 

新年会 

七草 

ホーム喫茶 

 

鏡開き 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ 

特 

特・シ 

特・シ・デ 

 

特・シ・デ 

特 

おせち料理、雑煮、（おやつ：ねりきり・甘酒） 

新年会献立 昼食 散らし寿司、天ぷら、和え物、果物 

七草粥 

ケーキ２種類、練りきり、たこやき、コーヒー、抹茶、甘酒、カ

ルピス 

おしるこ 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

２月３日 

 

節分献立 

 

特・シ・デ 

 

（おやつ）：練りきり「鬼」、（夕）：いわしの幽庵焼き、恵方巻き

といなり寿司 
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月 日 行 事 名 課 名 献 立 内 容 

22 日 お誕生日ｹｰｷの日 特 バイキング形式(ケーキ 2 種) 

３月３日 

7 日 

20 日 

29 日 

ひな祭り献立 

ホーム喫茶 

お彼岸 

お誕生日ｹｰｷの日 

特・シ・デ 

特・シ・デ 

特・シ・デ 

特・シ・デ 

ちらし寿司、刺身、高野豆腐の煮物、菜の花浸し、果物 

ケーキ２種類、煉り切り、醤油ﾗｰﾒﾝ、コーヒー、抹茶、いちごオーレ、ｶﾙﾋﾟｽｿｰﾀﾞ 

ぼたもちバイキング(やわらかぼたもち・あん・ごま・きなこ) 

バイキング形式(ケーキ 2 種) 

    ※ 朝食は、「ごはん食」か「パン食」の選択メニューを毎日行っている。 

 

２ 福祉課 

 ⑴ 重点事項への取組 

  ア 利用者の尊厳の尊重 

ケアプランの説明では、よりわかりやすい言葉の使用を心がけて利用者家

族との共通理解を深め、利用者の思いを尊重した支援に繋げることができた。 

    利用者の重度化や疾病の多様化に伴う心身状態の変化に応じ、ケアプラン

の見直しをすすめ、利用者家族とのカンファレンスを積極的に行った。 

  イ 利用者支援の充実 

外出活動は利用者の心身の状況を考慮し、屋内施設や近郊を中心とした場

所となった。季節行事やレクリエーションも、利用者とおやつ作り、音楽会、

ドッグセラピー等、気分転換や意欲向上が図れる活動を行った。 

スライディングシートや移乗ボードを積極的に導入し、利用者には安心と

安全を、職員には身体的な負担の軽減に繋げることができた。 

感染症予防対策や早期発見と対応に取り組み、今年大流行したインフルエ

ンザについても、極少数の罹患で食い止めることができた。利用者の生活空

間には次亜塩素水の加湿器の設置し、日々の健康管理及び環境整備にも取り

組んだ。 

    ウ 職員・人材育成の充実 

職員個々の職能にあわせた階層別研修や、職種別の研修などの外部研修へ

多くの職員が積極的に参加した。研修内容は発表の場を設けることで職場に

還元し、知識及び技術向上に努めた。 

ソーシャルワークやケアワークに関する実習はもとより、就労支援事業の

体験実習も引き続き受入れ、教えることで自己研鑽を図るよい機会となった。 

また、福祉職場サポート業務研修の体験施設として登録し、福祉に関心の

ある人材への様々な働きかけを行うことができた。 

   エ 利用者家族との連携 

      利用者の心身の状況や生活の様子について、情報共有が図れるよう利用者

家族とのカンファレンスを積極的に開催した。 
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また、面会時の説明や電話での連絡も行いながら、利用者家族との共通理

解を深め、「今できること」の共有を図ることができた。 

利用者の高齢化、重度化が一層進む中、４人の利用者の看取りを行った。

家族と職員が共に利用者に寄り添い、嘱託医師の協力のもと、看護師、介護

職員等が共同し、取り組むことができた。 

平成３０年度介護保険制度改正については、家族会の際に変更点をわかり

やすく説明するのと併せ、面会など際には個別に説明し、必要な手続きを円

滑に進めることができた。 

⑵ 実績報告（特別養護老人ホーム：利用定員１００人） 

ア 年齢別利用者状況 

８０歳未満が４．９ポイント上昇、９０歳以上から９５歳未満が４．５ポ

イント下降した。合計の平均年齢は０．６歳若くなった。 

平成３１年３月３１日現在（単位：人） 

№ 年 齢 別 男 女 合計 構成比(％) 

１       ６５歳未満 ０ ０ ０ ０．０ 

２ ６５歳以上 ７０歳未満 ０ ０ ０ ０．０ 

３ ７０歳以上 ７５歳未満 １ ４ ５ ５．１ 

４ ７５歳以上 ８０歳未満 ４ ８ １２ １２．１ 

５ ８０歳以上 ８５歳未満 ８ １０ １８ １８．２ 

６ ８５歳以上 ９０歳未満 ７ １９ ２６ ２６．３ 

７ ９０歳以上 ９５歳未満 ２ ２１ ２３ ２３．２ 

８ ９５歳以上１００歳未満 ０ １２ １２ １２．１ 

９ １００歳以上 ０ ３ ３ ３．０ 

合計 ２２ ７７ ９９ １００．０ 

最 高 年 齢 （歳） ９１ １０６ ― ― 

最 低 年 齢 （歳） ７３ ７２ ― ― 

平 均 年 齢 （歳） ８２．９ ８８．３ ８７．１ ― 

 

イ 在籍期間 

平均在籍期間は４年０か月と０．１ヶ月低下した。在籍期間１年未満の利

用者の割合が計４．９ポイント上昇したことがその要因となっている。 

平成３１年３月３１日現在（単位：人） 

№ 期  間 男 女 合計 構成比(％) 

１ １ 年 未 満 ４ ２０ ２４ ２４．３ 

２ １～２年未満 ４  ９ １３ １３．１ 
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№ 期  間 男 女 合計 構成比(％) 

３ ２～５年未満  ９ ２３ ３２ ３２．３ 

４ ５～１０年未満 ４ １７ ２１ ２１．２ 

５ １ ０ 年 以 上 １  ８  ９ ９．１ 

合計 ２２ ７７ ９９ １００．０ 

平均在籍期間 ３年 7か月 4年 2か月 ４年 0か月 ― 

 

ウ 退所状況 

      入院先での死亡や施設内での永眠をあわせ、死亡退所が全体の６割に近く、

年間での退所者は２２人と昨年度より１人増加した。退所者の平均年齢は０．

７ポイント、平均介護度も０．３ポイントそれぞれ上昇した。 

№ 性別 年齢 退所月 保険者 退所理由 在籍期間 要介護 

１ 女 ９０ ５月 調布市 長期入院加療  ６か月 ３ 

２ 女 ９２ ５月 府中市 施設内で永眠 ３年 ７か月 ５ 

３ 女 ７７ ５月 調布市 長期入院加療 ７年 ３か月 ５ 

４ 男 ８０ ６月 府中市 入院先で死亡 ５か月 ４ 

５ 女 １００ ６月 三鷹市 施設内で永眠  ４年 ８か月 ５ 

６ 女 ７９ ７月 調布市 入院先で死亡 ３年 ７か月 ５ 

７ 女 ８８ ８月 府中市 施設内で永眠 １０年 ９か月 ５ 

８ 男 ７９ ９月 府中市 長期入院加療 ９年 ３か月 ５ 

９ 男 ９０ ９月 調布市 入院先で死亡 ５年 １か月 ４ 

10 女 ８４ １０月 三鷹市 長期入院加療 ５年 ４か月 ５ 

１１ 男 ８９ １０月 調布市 長期入院加療 ６年 ６か月 ５ 

１２ 女 ９４ １１月 三鷹市 長期入院加療 ３年 ４か月 ５ 

１３ 女 ９２ １１月 三鷹市 入院先で死亡 ４年 ６か月 ４ 

１４ 女 ９２ １１月 調布市 入院先で死亡  １年 ７か月 ５ 

１５ 女 ９４ １１月 調布市 入院先で死亡 １年 ４か月 ４ 

１６ 女 ９４ １２月 府中市 長期入院加療 ４年 ４か月 ５ 

１７ 男 ８８ １２月 調布市 長期入院加療 １年 ５か月 ４ 

１８ 男 ８４ １月 調布市 入院先で死亡 ３年 ５か月 ４ 

１９ 女 ７６ １月 調布市 長期入院加療 １年 ３か月 ４ 

２０ 女 ９１ ２月 調布市 入院先で死亡 ５年 ７か月 ５ 

２１ 女 ９３ ２月 調布市 施設内で永眠 ３年 ７か月 ５ 

２２ 女 ９８ ３月 調布市 入院先で死亡 ８年 １か月 ５ 

平均 ８８．４ ― ― ― ４年 ５か月 ４．６ 
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エ 月別要介護度分布表 

要介護４以上の利用者が約８０％以上を占め、要介護５の利用者の割合が

１．９ポイント上昇したが、平均要介護度は４．３と昨年度と同じであった。 

（単位：人） 

月 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 平均要介護度 

４ ０ ４ １３ ３３ ４９ ４．３ 

５ ０ ４ １２ ３５ ４９ ４．３ 

６ ０ ４ １２ ３５ ４６ ４．３ 

７ ０ ４ １２ ３５ ４８ ４．３ 

８ ０ ４ １１ ３６ ４８ ４．３ 

９ ０ ４ １１ ３５ ４９ ４．３ 

１０ ０ ４ １１ ３８ ４６ ４．３ 

１１ ０ ４ １０ ３９ ４４ ４．３ 

１２ ０ ４  ９ ３９ ４６ ４．３ 

１ ０ ４  ９ ３８ ４７ ４．３ 

２ ０ ５  ９ ３７ ４８ ４．３ 

３ ０ ６  ９ ３６ ４９ ４．２ 

構成比（％） ０．０ ４．３ １０．８ ３６．２ ４８．１ ４．３ 

 

オ 月別利用実績 

  年間を通じ、利用率が大きく落ち込んだ月が少なく安定しており、目標値

の９６．０％を達成することができた。 

（単位：日） 

月 延べ利用日数 延べ利用可能日数 利 用 率 （ ％ ） 

４ ２，８８６ ３，０００ ９６．２ 

５ ２，９７５ ３，１００ ９６．０ 

６ ２，８７４ ３，０００ ９５．８ 

７ ２，９６９ ３，１００ ９５．８ 

８ ３，０２３ ３，１００ ９７．５ 

９ ２，８４７ ３，０００ ９４．９ 

１０ ２，９７３ ３，１００ ９５．９ 

１１ ２，８５５ ３，０００ ９５．２ 

１２ ２，９６２ ３，１００ ９５．５ 

１ ２，９６０ ３，１００ ９５．５ 
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２ ２，６８１ ２，８００ ９５．８ 

３ ３，０３９ ３，１００ ９８．０ 

合計 ３５，０４４ ３６，５００ ― 

平均 ２，９２０ ３，０４２ ９６．０ 

 

３ 高齢者在宅サービスセンター通所部門 

⑴ 重点事項への取組 

ア 活動内容の充実 

      書道、陶芸、籐細工など６種類の趣味活動や音楽療法、理学療法士による

リハビリの固定プログラムに加えて、バスハイクやお花見など季節を感じる

ことができる外出プログラムも行った。 

      また、他事業所で対応が困難という理由から利用を断られた認知症状のあ

る５人の受入れを行った結果、継続利用に繋げることができた。 

    イ 家族連携の強化 

      家族同伴のバスハイクを２回実施し、家族と一緒に介護に関わることで、

見えてきた課題や問題点を一緒に考えるようにした。また、利用中の小さな

変化も家族に報告するようにし、情報の共通認識に努めた。 

    ウ 在宅生活の継続への支援 

      在宅介護の疑問や悩みなどを話し合う家族会の「絆の会」を活用し、家族

だけで悩むことのないように働きかけ、在宅生活の継続を一緒に考えた。ま

た、必要があれば家庭訪問し、問題解決に努めた。 

    エ 安心・安全の配食と安否確認の実施 

      配食サービスでは、アレルギーや感染症に十分注意し、利用者の体調不良

による急な食種変更等にも迅速に対応した。また、配達時に安否が確認でき

ない場合は、確認できるまで追跡を行い、不明のままのケースは１件もなか

った。 

      その他、配達時に転倒やベッドからの転落などで動けなくなっていたケー

スが５件あり、うち１件が救急車により病院に搬送されたが、早期発見のた

め大事には至らなかった。 

    オ 介護保険制度改正への対応 

      介護保険制度の改定に伴い、４月１５日に全体家族会を開催し、変更点な

どの説明を行った。また、一番大きな変更点でもある利用時間の細分化につ

いては、事前に利用者・家族に対しアンケート調査を実施した結果、現状の

利用時間を希望する意見が多かったことから変更は行わなかった。そのため、

収支アップと機能訓練のさらなる充実を図るため、９月から機能訓練加算Ⅰ

を取得した。 
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⑵ 実績報告 

ア 通所介護利用実績（一日の利用定員４０人） 

  年間利用率は昨年度の７７．５％から８５．７％と８．２ポイント向上し

た。要因としては、見学時の送迎サービスが市内のケアマネジャーに浸透し、

多くの方の見学依頼に対応できたこと、入院し欠席している利用者のみなら

ず、入院中の新規希望の方からの相談に応じ、看護師、生活相談員が病院に

足を運び、退院後すぐの利用が可能になるよう調整したこと、機能訓練加算

Ⅰの取得要件にある居宅訪問を丁寧に行い、在宅生活に密着した機能訓練を

計画、実施し、機能維持ができたことで入院や長期欠席に繋がらなかったこ

とも利用率が向上した要因として考えられる。 

（単位：人） 

月 利用延べ人数 送迎利用者数 入浴利用者数 利用日数（日） 利用率(%) 

４ ７８８ １,５６８ ２４４ ２５ ７８．８ 

５ ８６４ １,７１９ ２４９ ２７ ８０．０ 

６ ８７２ １,７３３ ２５６ ２６ ８３．８ 

７ ８７３ １,７３４ ２６４ ２６ ８３．９ 

８ ９１１ １,８１４ ２８５ ２７ ８４．４ 

９ ８７６ １,７４３ ２６９ ２５ ８７．６ 

１０ ９３１ １,８５１ ２９８ ２７ ８６．２ 

１１ ９２８ １,８４９ ３０９ ２６ ８９．２ 

１２ ８６２ １,７００ ２８４ ２４ ８９．８ 

１ ８３４ １,６６５ ２８２ ２４ ８６．９ 

２ ８４７ １,６９３ ２７６ ２４ ８８．２ 

３ ９３１ １,８５７ ３０６ ２６ ８９．５ 

合計 １０,５１７ ２０,９２６ ３,３２２ ３０７ ８５．７ 

１日平均 ３４．３ ６８．２ １０．８ ― ― 

 

イ 認知症対応型通所介護利用実績（一日の利用定員１２人） 

  年間利用率は昨年度の７３．３％から３．３ポイント減の７０．０％とな

った。要因としては、認知症利用者の新規利用希望が少なかったこと、既存

の利用者の要望に応じ、週４日、週５日の利用を進めたものの、ショートス

テイの利用、施設入所や死去で利用が終結すると定員が１２人と少ない認知

症対応型では利用率に大きく影響したことなどがあげられる。 

また新規利用に繋がった１５人の利用者のうち５人が認知症対応型では

ない、ちょうふの里以外の通所介護の利用を断られた利用者であり、近年、

他の通所介護の利用を断られた利用者がちょうふの里の認知症対応型に移
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行するケースが増えている。 

その他認知症の進行に伴い、ちょうふの里の通所介護から認知症対応型に

移行した利用者は５人であった。 

      （単位：人） 

月 利用延べ人数 送迎利用者数 入浴利用者数 利用日数（日） 利用率(%) 

４ １９４ ３８６ １０９ ２５ ６４．７ 

５ ２０９ ４０２ １１４ ２７ ６４．５ 

６ ２１１ ４０４ １０９ ２６ ６７．６ 

７ ２１２ ３９１ １０２ ２６ ６７．９ 

８ ２０５ ４１０ ９８ ２７ ６３．３ 

９ １９４ ３８７ ９４ ２５ ６４．７ 

１０ ２１０ ４２０ １０１ ２７ ６４．８ 

１１ ２１１ ４２２ １００ ２６ ６７．６ 

１２ ２２５ ４５０ ９７ ２４ ７８．１ 

１ １９７ ３９３ ８９ ２４ ６８．４ 

２ ２４３ ４８６ １０７ ２４ ８４．４ 

３ ２６３ ５２５ １０９ ２６ ８４．３ 

合計 ２,５７４ ５,０７６ １,２２９ ３０７ ７０．０ 

１日平均 ８．４ １６．５ ４．０ ― ― 

 

    ウ 介護保険外（調布市受託）事業利用実績 

    （ｱ）通所入浴サービス 

       延べ利用者は、昨年度の７０人に対し、７２人と微増であった。虐待ケ

ースの利用者が保護されたこと、新規利用者を１人導入したが、１回の利

用で死去されてしまったことから利用率は伸び悩んだ。近年、通所入浴の

新規利用ケースは、住居環境はもちろんのこと同居する家族の問題や医療

的ニーズの高い利用者の導入が目立つようになってきている。 

（ｲ） 配食サービス 

昨年度３０，８６９食に対し、２６，４７７食と昨年度比で１４％減少し

た。自立度の高い人は、調布市においても充実してきている民間の配食サー

ビスが導入される傾向にある。その一方でちょうふの里の配食に新規導入さ

れる利用者は介護度が高く、見守りや介助、安否確認など何らかの配慮が必

要な利用者が導入される傾向にある。こういった背景もあり、新規利用者が

減少したことと体調面の問題で利用期間が短期間で終了するケースが多く、

利用数が減少したと考えられる。 
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（単位：人） 

月 
通所入浴サービス 
（１日の定員８人） 

配食サービス 
(１日の食数、昼夕合計 200 食) 

４ ５  ２,５６２ 

５ ５  ２,４２７ 

６ ７  ２,２８７ 

７ ８  ２,２７７ 

８ ６  ２,２８４ 

９ ９  ２,０９５ 

１０ ９  ２,１１６ 

１１ ６  ２,１０６ 

１２ ５  ２,１１８ 

１ ６  ２,１０３ 

２ ５  １,９４６ 

３ ６  ２,１２６ 

合計 ７７  ２６,４７７ 

１日平均 ０．２  ７２．５ 

 

エ 通所介護要介護分布表  

  総合事業対象者から要介護１までは、その時の状態で認定結果が変わりや

すく、その都度、要介護度が変更される方が多かった。 

また、大きく変化が見られたところでは、昨年度、比率が５．５％であっ

た要介護４は今年度、９．１％と比率が上がった。これは、長年ちょうふの

里を利用されている利用者の状態像の悪化があったことに起因している。 

（単位：人） 

月 事業対象者 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

４ ４ ６８ ８７ ２７４ １９９ ７９ ６７ １０ ７８８ 

５ ５ ７３ １０５ ３２６ ２００ ８３ ６７ ５ ８６４ 

６ ４ ７２ ９３ ３４４ １９２ ９７ ６５ ５ ８７２ 

７ ５ ６４ ９５ ３４０ １９４ ９５ ８０ ０ ８７３ 

８ ３ ６９ １１１ ３５８ １９０ ９１ ８３ ６ ９１１ 

９ ４ ７２ １０７ ３２８ １８８ ９５ ７５ ７ ８７６ 

１０ ５ ６８ １１４ ３５５ ２１４ ８１ ８５ ９ ９３１ 

１１ ２ ６３ １１１ ３５５ ２００ ８１ １０７ ９ ９２８ 

１２ ４ ５５ １１６ ３２３ １８１ ８８ ８８ ７ ８６２ 

１ ２ ５４ １１４ ３３１ １６７ ７９ ８０ ７ ８３４ 
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月 事業対象者 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

２ ３ ５６ １０６ ３５１ １６０ ９４ ７７ ０ ８４７ 

３ ３ ４９ １２２ ３９７ １７８ １００ ８２ ０ ９３１ 

合計 ４４ ７６３ １,２８１ ４,０８２ ２,２６３ １,０６３ ９５６ ６５ １０,５１７ 

比率（％） ０．４ ７．３ １２．２ ３８．８ ２１．５ １０．１ ９．１ ０．６ ― 

1日平均 ０．１ ２．５ ４．２ １３．３ ７．４ ３．５ ３．１ ０．２ ３４．３ 

 

オ 認知症対応型通所介護要介護分布表 

      昨年、１４％を占めた要介護１の方が今年度は１０．３％と減少した。

これは、認知症対応型通所介護利用実績でも分析したとおり、これまでの

新規利用の受け入れは要介護１が最も多い傾向にあったが、今年度の新規

利用者は他の通所介護の利用を断られた利用者とちょうふの里の通所介護

から移行した利用者が新規利用者の６６％を占め、その利用者の介護度が

高い傾向にあったことが大きく影響した。また昨年度、要介護５の利用者

は１６．２％であったが、今年度は１３．８％と減少した。これは週５日

利用されていた利用者が死去されたためである。 

（単位：人） 

月 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

４ ０ ０ ３０ ６４ ２０ ６３ １７ １９４ 

５ ０ ０ ３４ ４６ ４２ ７４ １３ ２０９ 

６ ０ ０ ３４ ４６ ３９ ６４ ２８ ２１１ 

７ ０ ０ ２４ ４９ ４６ ５２ ４１ ２１２ 

８ ０ ０ １８ ５５ ４６ ５８ ２８ ２０５ 

９ ０ ０ １５ ５８ ５２ ４５ ２４ １９４ 

１０ ０ ０ ２３ ６１ ５６ ４３ ２７ ２１０ 

１１ ０ ０ １８ ５４ ６８ ４２ ２９ ２１１ 

１２ ０ ０ ２８ ４３ ８６ ３６ ３２ ２２５ 

１ ０ ０ ２５ ３５ ７４ ２８ ３５ １９７ 

２ ０ ０ ８ ５４ ８８ ５７ ３６ ２４３ 

３ ０ ０ ８ ５２ ９５ ６３ ４５ ２６３ 

合計 ０ ０ ２６５ ６１７ ７１２ ６２５ ３５５ ２,５７４ 

比率（％） ０ ０ １０．３ ２４ ２７．７ ２４．３ １３．８ ― 

1日平均 ０ ０ ０．９ ２．０ ２．３ ２．０ １．２ ８．４ 
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４ 高齢者在宅サービスセンター短期入所部門 

⑴ 重点事項への取組 

ア 個別ケアの充実と家族との信頼関係の構築 

      利用者家族が抱える日々の介護の悩みに対し、アドバイスをする個別介護

相談を企画、実施した。家族からは排泄介助についての相談やこれからの在

宅サービスの使い方についてなどの相談があり、その都度、介護と看護の視

点から実技を交えアドバイスを行った。 

      今年度も満足度調査を実施し、前年度に比べ回収率は少なかったが、ショ

ートステイ利用後の利用者の様子を伺ったところ、４０％の家族が変化を感

じ、その多くは外で刺激を受けることで自宅に戻ってから言葉を発すること

が多くなったなど精神面、体調面において良い傾向が見られているとの回答

であった。 

リスクマネジメントでは、日々の職員間の情報交換や各居宅介護支援事業

所からの情報をもとに利用者、家族の課題を抽出し、その方に適したサービ

スの取組に努めた。利用中に起きた事故については、速やかに家族連絡し、

事故の詳細、ケガの有無、受診の可否等わかりやすく説明したうえで、謝罪

と誠意ある対応に努めた。感染症対策では昨年のノロウイルス感染の反省を

まとめ、一対応一手指消毒など日々の業務での注意点についてもあらためて

話し合い確認をした。 

    イ 人材の育成 

      職員個々のスキルアップやチームケアの強化のため、７月１９日（木）「眠

剤・血糖降下剤について」、９月７日「血糖測定器の使用方法について」、９

月２０日（木）「身体拘束について」、１１月９日（金）、１２月３日（月）

「感染症対策・処理方法について」と計４つのテーマ（計５回）で勉強会を

実施した。中でも糖尿病の利用者が多く利用されていることから、血糖の管

理については、職員間で関心が高く、あらためて基礎知識を学ぶことで利用

者への安全な介護に繋がることを再確認した。 

    ウ 安定的な事業運営 

      長期で利用されていた利用者が施設入所、入院、体調不良によるキャンセ

ルが止まる事がない中で思うような空床の解消には繋がっていないが、「予

約が取れない」というショートステイのイメージを払拭するために、今年度

も引き続き、空床状況を定期的に各居宅介護支援事業所に伝えた。 

また、家族がサービスを利用したいときに利用できるように緊急依頼にも

職員一人ひとりが臨機応変な対応に心掛け、行政からの依頼にも柔軟な対応

を行った。 
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⑵ 実績報告（ショートステイ：利用定員２０人） 

ア 利用実績 

緊急新規も含め新規利用者の積極的な受け入れを行ったが、平成２９年度

の６９人に対し５１人の契約締結となった。また、廃止利用者も平成２９年

度の３４人に対し４６人に増加する形となった。この中には新規利用から定

期利用に結び付いた利用者の施設入所による廃止も複数含まれており、利用

の定着に結び付かなかったことが利用率の低迷に大きく影響している。 

（単位：人） 

区 分 新規利用者 廃止利用者 利用実人数 利用延べ人数 稼動日数(日) 月毎の利用率(%) 

４月 ４ ２ ６７ ５３０（※） ３０ ８８．３ 

５月 ６ １ ６７ ４９５ ３１ ７９．８ 

６月 ５ ７ ５９ ４４０ ３０ ７３．３ 

７月 ６ ５ ６１ ５４９ ３１ ８８．５ 

８月 ５ １ ６８ ５９７ ３１ ９６．３ 

９月 ６ １ ６３ ５５８ ３０ ９３．０ 

１０月 ３ ４ ６２ ５６３ ３１ ９０．８ 

１１月 １ ２ ６２ ５２６ ３０ ８７．７ 

１２月 １ １４ ５６ ５４１ ３１ ８７．３ 

１月 ３ ５ ５７ ４９１（※） ３１ ７９．２ 

２月 ３ ２ ５２ ４３９ ２８ ７８．４ 

３月 ８ ２ ６２ ４６８ ３１ ７５．５ 

合 計 ５１ ４６ ７３６ ６，１９７ ３６５ ８４．９ 

※ ４月の利用延べ人数には、「調布市生活支援ショート」による利用者（介護保険非該当）の「２人分」を含む。 

※ １月の利用延べ人数には、「調布市生活支援ショート」による利用者（介護保険非該当）の「４人分」を含む。 

イ 要介護分布表 

平成２９年度は要支援１,２の利用者が１．８％に対して平成３０年度は、

３．４％と倍近い増加となった。その反面、平成２９年度要介護１～３は６

５．９％に対して平成３０年度は５２．４％と１３．５ポイント減少となっ

た。８月から開始となった介護保険負担割合３割の影響から利用日数の減少

や早期で老健、有料老人ホームなどへ施設入所されることで新規利用から継

続しての利用に繋がらなかったことが要因として挙げられる。また、平成２

９年度要介護４,５は３２．３％に対して平成３０年度は４４．２％と１１．

９ポイント増加となったものの、利用者の多くは施設入所の待機者であり、

今後廃止となる可能性が高い。また、医療的ニーズが高く、体調が安定しな

い中で利用をキャンセルするケースが多かった。 
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 （単位：人） 

月 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合  計 

４ ４ １９ ５２ １１５ １４９ １４４ ４５ ５２８ 

５ ４ １６ ５３ ８８ １２５ １７５ ３４ ４９５ 

６ ４ ２１ ７５ ６３ ８５ １５６ ３６ ４４０ 

７ ８ １４ ７３ ８１ １２８ １９９ ４６ ５４９ 

８ ６ ９ １１０ １０９ １０７ ２１６ ４０ ５９７ 

９ ４ ４ ９９ １１３ ９１ １８０ ６７ ５５８ 

１０ ３ ８ ９９ ６３ １４６ １９８ ４６ ５６３ 

１１ ９ ６ ６８ １２０ ７７ １６３ ８３ ５２６ 

１２ ４ ７ ７１ １００ １１３ １６６ ８０ ５４１ 

１ ９ ７ ８０ ９５ ６１ １４９ ８６ ４８７ 

２ ９ ８ ５５ ８３ ６３ １３３ ８８ ４３９ 

３ ９ １６ ７５ １０４ ５９ １２１ ８４ ４６８ 

合計 ７３ １３５ ９１０ １，１３４ １，２０４ ２，０００ ７３５ ６，１９１ 

比率 1.2％ 2.2％ 14.7％ 18.3％ 19.4％ 32.3％ 11.9％ １００％ 

 

５ 地域支援課 

⑴ 重点事項への取組 

ア 地域包括支援センター 

(ｱ) 介護保険改正への対応 

介護保険改正については、社会保障審議会介護給付費分科会から出さ

れる膨大な資料を読み込みつつ、事前にさまざまな研修・説明会等に参

加し、制度改正についての理解を深めた。 

また、センター内でその情報を共有し、利用者や家族に対し、丁寧な

説明と対応に努めた。その結果、大きな混乱やトラブルもなく乗り越え

ることが出来た。 

(ｲ) 総合相談支援業務の充実 

総合相談窓口として、高齢者やその家族が安心した在宅生活を継続 

できるよう、介護保険サービスだけではなく、調布市の一般施策、民間

サービスなど様々なサービスを活用し、支援を行った。 

療養相談に対しては、診療報酬改定による影響からか、入院早期の段

階からの相談が多く、医療機関と連携し円滑な在宅調整を行った。 

多問題ケースや虐待ケース等の困難ケースについては関係者会議等を

開催し、市の担当者・関係機関と連携しチームとして支援を行った。 
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指定介護予防支援事業については、新規の要支援判定者のサービス導

入が非常に多かった。 

また、介護度が「要支援」から「要介護」へ変更になるケースも多く、

利用者が混乱しないよう丁寧な説明を行い、サービスの利用調整を行っ

た。 

職員体制では、１人欠員状況が続いたが、地域に精通し相談業務に熟

練したスタッフを確保しており、安定した事業の運営ができた。 

(ｳ) 関係機関との連携強化 

年３回の「地域ケア会議」を通し、地域住民、関係機関との意見交換

や地域医療機関と福祉関係者で会議を行うことで、医療・福祉の役割分

担を明確にしつつ、相互理解を深め、連携の強化を図ることができた。

いずれの会議も４５人前後の参加者を得ることができた。 

地域の支援機関との連携では、調布市社会福祉協議会コミュニティソ

ーシャルワーカーとの定期会議により、情報の共有や市民に対する地域

活動を協働で行った。 

昨年度に引き続き、医療・福祉の連携強化の一環として、調布市医師

会や東山病院、多摩川病院、青木病院認知症疾患医療センター等の医療

機関主催の連絡会や勉強会に積極的に参加し、交流を深めつつネットワ

ークの強化を図ることができた。 

イ 居宅介護支援事業所 

(ｱ) 介護支援専門員の資質の向上 

本年度当初から正規職員１人を増員し、介護支援専門員７人体制で事

業を行った、１０月からは事業所の管理者を主任介護支援専門員の資格

を持つ職員に変更し、事業所の体制を整えた。 

ケアプラン点検事業については、本年度も継続して取り組んだ。具体

的には、事業所の主任介護支援専門員は、調布市が主催するスーパーバ

イザー研修に参加しつつ、実際に「プレ点検」「点検」「振り返り」など

を行い「ケアプランを点検する着眼点や手法」や「気づきを促す手法」

などを確認、学ぶ機会を得た。 

個々の介護支援専門員については、計画的に施設内外の研修に参加し

自己研鑽に努めた。 

(ｲ) 経営の安定 

ケアプラン作成数については、１年間を通じて新規ケースや困難ケー

スを積極的に受け入れ、年間で要介護の方が５２人、要支援の方が２７

人、合計７９人の方を受け入れたが同時に入院・登録廃止等も多く、非

常に出入りが多かった。 
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平成２９年度と比較して年間作成プラン数は、２８９件増の    

１，７８５件であった。 

本年４月の介護保険法の改定で特定事業所加算の要件が変更になり、

その対応を行った。具体的には、これまでの要件に加え「他法人が経営

する事業所との共同勉強会の開催」と「地域包括支援センター等主催の

事例検討会等への参加」の２点が追加になった。 

「他法人が経営する事業所との共同勉強会の開催」については、ゆう

あい福祉公社、調布医師会、ケア２１、狛江ひだまりとちょうふの里の

５事業所で共同事例検討会を企画、７月、１０月と２月に実施した。 

また、「地域包括支援センター等主催の事例検討会等への参加」につい

ては、北西部ケアマネットが主催した事例検討会や各地域包括支援セン

ターが主催する地域ケア会議にできるかぎり参加した。 

それぞれの要件に適合するように積極的に活動し、本年度も継続して

「特定事業所加算Ⅱ」を算定することができた。今後も必要な算定要件

を厳守し、質の高いケアマネジメントを提供していく。 

収支状況については、正規職員を１人増員したことと作成ケアプラン

数が計画どおりに増加出来なかったことが影響し、大きく悪化してしま

った。引き続き迅速に新規を受け入れ収支を安定させていく。 

 (ｳ) 地域包括支援センターとの連携強化 

新規の介護相談や退院調整にかかる相談については、介護認定の結果

が確定していないケースが多く、認定結果が「要支援」・「要介護」どち

らになっても対応できるよう併設の地域包括支援センターと協働で対応

することが多かった。 

また、併設している地域包括支援センター職員と担当ケースについて

の情報交換を行ったり、相談等を行ったりといろいろな場面で連携・協

働して支援を行った。 

    ウ 訪問介護事業所 

(ｱ)  適切なサービスの提供と経営の安定 

適切なサービスを提供するために、体調が変化した時や初回の時等サ

ービス提供責任者が必ず利用者の自宅に訪問し、本人や家族の話しを聞

き、訪問介護計画書に反映させた。 

また、開催されたサービス担当者会議には必ず出席し、利用者ごとの

課題や利用者や家族の意向を確認した。 

一方、新規利用者を確保するため、事業所ＰＲ等を行った。具体的に

は、ヘルパーの派遣状況を常に確認し、月毎に担当介護支援専門員に提

出するモニタリング記録（サービス実施記録）を渡す際に空き状況も併
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せて担当介護支援専門員や事業所等に伝えた。 

１年間を通じて新規ケースの受け入れや、回数の増加等積極的に調整

を図った。しかしながら、利用者の入院・登録廃止等も多かったことと、

登録ヘルパーの退職が相次ぎ、新しいヘルパーも確保できず、なかなか

総援助時間を増やすことが出来なかった。その結果、大きく目標を下回

ってしまった。 

(ｲ) 人材の確保と育成 

ハローワーク、法人のホームページ、デイサービス送迎車の掲示等 

様々な媒体を使って人員の募集を掛けた。 

また、市社協が実施している介護職員初任者研修の修了式にも参加し、

事業所のＰＲを行ったが新たな登録ヘルパーを確保することは出来なか

った。引き続き、人材確保を最重要課題として取り組んでいく。 

人材育成の一環として、ヘルパー研修・会議を企画・実施した。テー

マごとに施設内研修にも参加できるようヘルパー会議の日程等を調整し

つつ、独自に「感染症予防対策」、「記録のあり方・上手な書き方」、「介

護演習（トランス介助・移乗介助・車いす操作）」等を企画、実施した。 

また、本年新たな試みでゆうあい福祉公社が主催する「介護カフェ」

にも参加した。 

⑵ 実績報告 

ア 地域包括支援センター 区分別相談件数 

地域性から「来所」の相談数は非常に少ないが、電話相談後すぐに「訪問」

による対応ができることで生活実態の把握がしやすい状況にある。 

（単位：件） 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

電 話 145 172 169 148 181 124 177 163 144 157 152 127 1,859 154.9  

来 所 13 9 17 7 11 11 24 17 6 19 11 5 150 12.5  

訪 問 61 86 91 100 81 57 113 114 104 87 93 82 1,069 89.1  

その他 5 7 32 5 9 7 7 9 8 8 12 2 111 9.3  

合計 224 274 309 260 282 199 321 303 262 271 268 216 3,189 265.8  

 

イ 地域包括支援センター 相談内容別件数 

「保健医療」の相談については、診療報酬改定「入退院連携加算」の新設

により、医療機関から入院時の相談が増えている。 

「介護・認知症」相談ケースでは、「経済・住宅問題」も並行して問題を抱

えているケースが増え続けている。 

また、家庭不和や精神疾患・障害のある家族を抱えるケース等の「家族問
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題」については月平均２０件程度あり、介護相談は複雑となっている。 

    （単位：件） 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均 

保健医療 106 106 116 94 117 68 135 135 97 107 106 101 1,288 107.3  

介護保険 73 42 54 40 59 60 66 78 31 46 45 35 629 52.4  

予防給付 46 52 64 58 71 38 74 75 79 73 82 52 764 63.7  

総合事業 50 78 74 79 74 36 75 60 65 65 42 49 747 62.3  

ケアマネ支援 7 15 12 7 14 13 15 20 11 7 8 9 138 11.5  

介護相談 16 13 22 14 19 8 9 18 8 15 21 24 187 15.6  

認知症相談 3 8 12 3 9 7 9 13 6 13 11 8 102 8.5  

経済・住宅問題 7 13 8 26 15 11 14 24 12 8 9 3 150 12.5  

家族問題 18 23 15 17 9 17 19 41 14 18 22 31 244 20.3  

権利擁護 
1 1 1 0 1 1 3 3 3 0 0 2 16 1.3  

（成年後見） 

権利擁護 

2 6 2 1 1 2 7 3 1 1 5 2 33 2.8  
（地権・その他） 

その他 35 46 28 50 53 25 59 53 61 49 45 38 542 45.2  

合計 364 403 408 389 442 286 485 523 388 402 396 354 4,840 403.3  

 

ウ 地域包括支援センター 調布市一般施策相談件数 

「紙おむつの給付について」は利用要件が要介護３以上の方もしくは、医

師の意見があるものに代わったことで申請数が大きく減った。 

（単位：件） 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

配食サービス 1 2 7 2 9 4 13 1 13 4 0 3 59 4.9  

日常生活用具 0 3 3 0 0 0 10 10 3 3 5 2 39 3.3  

おむつの給付・

助成 
9 6 8 4 5 7 12 16 6 8 0 5 86 7.2  

緊急通報システ

ム 
4 6 7 1 2 3 3 6 0 4 5 1 42 3.5  

徘徊探知器 2 2 1 0 2 1 2 0 0 1 0 0 11 0.9  

その他 3 6 5 3 10 3 8 5 6 4 6 2 61 5.1  

合計 19 25 31 10 28 18 48 38 28 24 16 13 298 24.8  
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エ 地域包括支援センター 実態把握件数 

月平均約６７．７件の実態把握を行った。新規相談の増加に加え、退院支

援や一般施策の相談の増加により、実態把握数は例年より多かった。新規相

談に対しては迅速に訪問し、ニーズの確認やサービス調整に必要な実態把握

を行った。 

（単位：件） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均 

実態把握 72 82 77 62 64 37 98 66 66 64 69 55 812 67.7  

 

オ 地域包括支援センター 見守りネットワーク 連絡件数 

通報は、隣人・知人からが最も多く、次いで民生委員によるものが多い。

医療機関からの通報も増え、「みまもっと」ＰＲ活動の成果を感じることが出

来た。 

ＰＲ活動として、サロン、老人会、自治会等の住民アプローチを積極的に

行った。広報紙を年３回発行し、市民・地域の関係機関に記事の取材・配布

をすることでもＰＲ活動を行った。調布中、石原小、アトラス調布での認知

症サポーター養成講座や、介護予防体操の住民講座等でも事業のＰＲをする

ことができた。 

（単位：件） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均 

通 報 5 3 10 5 2 4 6 4 3 6 4 1 53 4.4  

 

カ 地域包括支援センター 予防プラン作成数 

（介護予防支援・介護予防ケアマネジメント） 

予防プランは、新規介護予防支援の導入と並行し、介護給付への移行（居

宅介護支援事業所への引き継ぎ）ケースが多く、センター業務の半分近いウ

エイトを占めている。 

福祉用具貸与や訪問看護のサービス併用者は多く、「介護予防支援」のプラ

ンが総合事業単体の「介護予防マネジメント」を、若干上回っている。 

居宅介護支援事業所への委託率は、併設居宅介護支援事業所の協力を得て

介護予防支援４１．０％（前年度２６．９％）、介護予防ケアマネジメント３

０．２％（前年度１７．１％）となった。 
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介護予防支援費                            （単位：件） 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

直接作成 48 53 52 50 51 50 49 49 54 53 53 58 620 51.7  

委託作成 32 35 32 35 38 37 36 37 35 39 38 37 431 35.9  

合計 80 88 84 85 89 87 85 86 89 92 91 95 1,051 87.6  

（委託率４１．０％） 

※「介護予防支援」は、総合事業に加え、訪問看護、福祉用具貸与等を利用するプラ

ンもしくは、訪問看護、福祉用具貸与のみ利用するプラン 

 

介護予防マネジメント（事業対象者を含む）               （単位：件） 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

直接作成 66 65 70 67 70 64 67 61 59 56 58 53 756 63.0  

委託作成 28 29 26 27 24 25 25 24 26 24 24 24 306 25.5  

合計 94 94 96 94 94 89 92 85 85 80 82 77 1,062 88.5  

（委託率３０．２％） 

※「介護予防マネジメント」は、総合事業（通所介護、訪問介護）のみ利用するプラン 

 

キ 居宅介護事業所の居宅サービス計画書作成件数 

１人介護支援専門員を増員し、積極的な新規の獲得に努めたが、同時に入

院するケースや終結ケースも非常に多く、計画どおり増加させることは出来

なかった。 

昨年度１，４９６件と比較すると年間１，７８５件と２８９件の増加とな

った。 

              （単位：件） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 月平均 

国保連請求 

＊１ 
139 140 136 143 147 147 147 150 154 159 158 165 1,785 148.8 

請求外相談 

＊２ 
3 3 4 4 5 4 1 1 1 2 3 1 32 2.7 

※１ 予防プランを含む。 

※２ 請求外相談とは、新規や入院等で介護請求が発生しなかったケース。 
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ク 居宅介護支援事業の要介護・要支援認定調査件数 

認定調査件数は、昨年度の７８件と比較して、３７件の増となった。 

また、調布市民のほかに、市内の有料老人ホーム等に入所をしている市区

や他県の方の認定調査も積極的に実施した。 

           （単位：件） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 
月平

均 

認定調査 4 9 6 8 11 8 12 9 12 8 16 12 115 9.6 

※ 施設認定調査含む 

 

ケ 訪問介護事業の訪問介護派遣状況 

訪問介護派遣時間は、１年間を通じて、回数増加や積極的な新規の受け入

れ等を行ったが登録廃止も多く追いつかない状況であった。 

前年度年間６，２３３時間と比較すると５，１３８時間と大きく減少して

しまった。 

（単位：時間） 

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

介護保険派遣時間 ３７６ ４０１ ３６９ ３７７ ３６２ ３４０ ３７８ ３５７ 

障害サービス派遣時間 ４２ ４８ ４１ ４４ ４２ ３９ ４９ ４１ 

介護保険外派遣時間  １５ １１ １２ １２ １２ １２ １７ １７ 

訪問介護派遣時間合計 ４３３ ４６０ ４２２ ４３３ ４１６ ３９１ ４４４ ４１５ 

下段に続く 

区分 １２月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

介護保険派遣時間 ３２１ ３２９ ３１１ ３６８ ４，２８９ ３５８ 

障害サービス派遣時間 ４４ ３９ ３６ ４４ ５０９ ４２ 

介護保険外派遣時間 ５７ ５５ ７７ ４３ ３４０ ２８ 

訪問介護派遣時間合計 ４２２ ４２３ ４２４ ４５５ ５，１３８ ４２８ 

※ 派遣時間については、分の単位３０分以上を切り上げて１時間とし、３０分未満は切り下げて計算し

ている。 


